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緒　言

　従来，庭園などの身近な自然環境は，人間にとって
精神的回復や癒しの傾向があると考えられている1,2)．
これまで庭園の癒しについて，谷口ら3)は，40庭園ごと
に代表写真 1枚を選出し，写真からの刺激をもとに 5
段階評価の正反対語によるイメージ調査からの共通点
として，日本独特の庭園景から「情趣性」「自然性」「清澄
性」が強い類型の庭園景と考察した．その中では，コケ
や水のような湿ったイメージが強く，癒される庭園景
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に見られる共通の景観要素が水・コケ・木々の緑であっ
たと報告した．さらに伊藤ら4)は，日本庭園の印象評価
の解析で「五感」に対する刺激が高い類型の庭園景の考
察において，利用者はライトアップや鹿おどしなどの
影響によって，「落ち着く」や「ぼんやりできる」などの
心像的な記述があり，やすらぎや癒しを求めることが
伺えたと報告した．松本5,6)は，「癒し」評価スケールを
作成した後，日本庭園の癒しの特徴の相違を検証して，
クラスター分析で 3つのタイプに分類した．そして，
その癒し評価スケールを襲用して，内田ら7)は，箱根美
術館の庭園や美術品の鑑賞を対象に，生理的・心理的
な傾向について調査した．その結果，箱根美術館の苔
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　In this paper, the pictures of garden landscape with healing tendency in Jisho-ji were 
analyzed by Portrait Analysis, Cluster Analysis, Principal Component Analysis and 
Correlation Coefficient Analysis. According to the research results, in the garden landscape 
with pond, springs, woods, buildings and bamboo forests, following findings were obtained. 
(1) In the gaps between the evergreen trees and canopy planted at intervals around the pond 
spring, the outdoor scene and tree crown coincide to form a mixed intermittent landscape. 
(2) In quiet woods, moss parasited on the branches of the tree can cause the highly natural 
scenery. (3) In the observable open space where buildings can be seen, planting proper 
amount of red leaves can increase in bright atmosphere. (4) The continuous distribution of 
architecture and masonry in a dark enclosed space due to the sparseness of autumn leaves 
and dense bamboo forests, and in a highly artificial space with few evergreen plantings such 
as mosses and evergreens, resulted in a clean landscape and an orderly and comfortable 
landscape. In addition, since the sky was seen, a landscape with a lively atmosphere was 
formed. The above four points are the psychological inducement of the healing effect, which 
are clearly clarified in this paper.
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庭鑑賞に関する30項目に基づいた心理評価では，「和」
「浄」「潤」の特徴があり，静かに清らかな環境から安心
感や温かい気分でリフレッシュできる類型の庭園景で
あった．さらに癒し評価スケールは60点満点中52.1点と
高い得点が示されたため，強い癒し傾向があった庭園
景とされた．
　以上のように，現段階では庭園景の癒しが景観構成
要素の類型との関係が深いと把握され，ストレスは緩
和傾向にあったと一部解明された．しかしながら，「癒
し」は，心の虚しさを独力で元に戻すことが不可能な人
の心理的活動を，より好ましい状態に戻すことのでき
る刺激として，視覚によって癒される感覚が生成時，
その可視要素の量も重要な情報になるとされている8)．
現時点で庭園景の癒し研究は，構成要素に関して定性
的な考察が多数であり，定量的な考察の視点が欠けて
いるため，癒される効果がある庭園景において，景観
構成要素の配置から得られる特徴量による心理的効果
について，研究の余地があるとも言える．
　以上の点も含めて，科学的裏づけを持った分析によ
り，身近な自然環境とする庭園景の癒しに関する研究
がさらに進めば，ストレスの時代といわれる現代にとっ
て，社会的な意義があると考えた．
　具体的な研究対象としては，世界的にも評価されて
いる日本庭園であること．かつ，一庭園内に池泉・枯山
水・建築・樹林・コケ・タケなどの各種景観構成要素を包
含していることを必要条件に，慈照寺庭園（京都市左京
区銀閣寺町）を選択した．この慈照寺庭園について，小
野8)は，「京都の庭園」の中心をなすのは，鹿苑寺・慈照
寺・龍安寺といった寺院であると報告しており，かつ主
要な特徴として，景観の構成要素や意匠空間を多数備
えた日本を代表する日本庭園である．そのため，それ
ぞれ癒される効果がある庭園景において，特徴的な景
観構成要素による心理的効果に関する考察が可能と考
えた．
　慈照寺庭園を対象とした景観や癒しの特性に関する
研究は，以下の研究がなされている．松本ら6)が，慈照
寺庭園の癒し反応を 3類型に纏めた．その特徴は，方
丈や枯山水庭園に代表されるように縁側で庭園景を静
かに眺めて，落ち着いて心を清め，無心になれる場と
あり，さらに「浄」「空」が突出して高く，他の側面が低
い（特に「弾」が著しく低い）ことを報告した．さらに，
伊藤ら4)の集計結果から，慈照寺庭園では「造形」方面の
印象が，平均値より高くなることが把握された．また
宮岸ら10)は，慈照寺庭園における全体のシークエンス開
放度が他の庭園より，大きなダイナミックレンジがあ
ることから，慈照寺庭園全体の開放性が高いと報告し
た．また，人間行動と景観の変化性を解析した結果に
おける視覚対象が特に銀閣という建造物に集中してお
り，銀閣への見通しの高まりに従って，人間行動と景
観との直接的なかかわりの増加が著しく，開放性も高
くなると報告した．
　これらの研究から見ると，慈照寺庭園において，癒
し刺激は存在していたことが確認され，「静謐」「造形」
「開放」などの特徴が見られる部分的地点，特に方丈や
枯山水庭園の縁側及び銀閣への見通しなどは把握され
ていたが，慈照寺における庭園景の景観構成要素と，

観賞者に与える心理的効果との関係は，具体的に示唆
されていないという現状であった．
　そこで本稿では，日本を代表とする慈照寺庭園を研
究対象として，癒される効果がある庭園景を定量的に
把握した後，それぞれの庭園景において特徴的な景観
構成要素による影響から，観賞者に与える心理的効果
を解明することを目的とした．

材料と方法

1．論文の構成
　以上の先行研究を受けて，本稿では以下の手順によ
り，論文を構成した．まず，①予備調査を実施して，
慈照寺において癒される効果がある庭園景を選出し
た．そして，選出した庭園景を対象に，②景観構成要
素を抽出し，③クラスター分析による類型化を行った．
　次に，選出した庭園景を対象に，④質問紙調査によっ
た心理データの主成分得点と各景観構成要素が見られ
る確率（以下，景観構成要素の比率と呼ぶ）のデータを
用いて，⑤相関係数を算出したことにより，庭園景で
は，心理認識と景観構成要素の関係を明らかにした．
このように，各類別の「癒し」の効果がある庭園景を鑑
賞した後，被験者に与える心理的効果に着目して，有
用な成果を絞り込んで纏めた．
2．調査方法
1）実験の設定
　予備調査の写真撮影は，2020年11月上旬の晴れまた
は曇りの天候において，午前11時頃から午後 4時頃ま
での間に慈照寺庭園内の参道に沿って，撮影が可能と
なる視点場でCanon5D3（EF-35mm）を用いて歩行視点の
写真（312枚）を実撮影した．実撮影した写真を見ると，
建築・植栽・水・石・砂などの景観構成要素別に遠景・中
景・近景に注意して，それぞれ色彩性・自然性・形態に着
目すると，重なっている写真も含まれていた．また，
カメラが自動で光の量を認識してしまうため，被写体
の実状に配慮すると，測光が正しくない場合もあった．
そのため，測光と焦点が合っていない画像を削除して，
画像の庭園景構成が重複し過ぎないように，調査に適

図1.  実験場所の平面図（南九州大学環境園芸学部 造園
計画研究室）
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用する写真を有意抽出した結果，予備調査に使用した
庭園景の写真は120枚になった．
　実験場所（図1）は，南九州大学環境園芸学部造園計画
研究室で2021年 5月から 6月に実施した．部屋の壁は
白色，照明は 3波長形昼白色蛍光灯による人工照明で
あり，気温は25-27度，湿度は40-60%に維持し，騒音は
35-45㏈でのほぼ同じ条件下の環境で実験調査を実施し
た．被験者は，裸眼もしくは矯正視力が0.7以上，日本
出身の南九州大学環境園芸学部 3・4年生である男性10
人と女性10人の合計20人とした．実験を受けた日まで
に，被験者群体の年齢構成がそれぞれ20歳及び21歳で
あった．
　なお，本研究は南九州大学倫理委員会の承認を受け
た（承認番号：第163号）ものである．

2）実験の流れ
　予備調査は，RISOプリンタ（ORPHIS EX7200）を使用
してA4印刷した上記120枚の写真を用いて，被験者には
写真 1枚ごとに各庭園景写真を観賞した後，自己啓発
で癒される程度を点数化して記入してもらった（図3，
0-100点満点）．

　本調査における調査対象の選出について，前記に有
意抽出した120枚の母集団から，写真ごとに集計した癒
された点数（平均測定値）の順位に従い，上位の 1割と
なる12枚の写真（写真1，NO.13･15･25･44･45･67･71･
85･87･107･118･119）を抽出した．これら抽出した12枚
の写真における癒された点数の平均測定値は67点以上
であり，また中央値が70点以上であった．そのため，
本調査の調査対象として，景観構成要素が異なってい
るが，癒し刺激を有する庭園景を保証するものと考え
られた．
　本調査の流れは以下の通りである．被験者に調査開
始の 2時間前にコーヒや炭酸やタバコなどの刺激性の
強いものを止めるように要求し，「癒し」の効果がある
庭園景写真12枚（以下，サンプル写真と呼ぶ）の画像（写
真1）を視対象として，27.0インチ液晶モニター（解析度
3840×2160）に映し出して実験をした．
　被験者らが極力同様に直視可能となるように被験者
本人の身長により，椅子の高さとパソコンの角度を調
整してから，写真 1枚ごとに被験者に閉眼の指示を与
えて60秒以後，開眼の指令を与えて60秒間写真映像を
直視させた後，心理評価の質問紙調査を実施した．
　なお，実験者が実験中において，図1に表した③の位
置で，被験者の個人情報を記録した．また，本調査中
には 3回の休憩を含め，画像を呈する順序はランダム
とした．データの記録・集計についてはExcelを使用し
た．
3．解析方法
1）景観構成要素によるクラスター分析
　慈照寺（図2）において，「癒し」の効果がある庭園景
写真の画面構成を定量的に把握するため，要件の一つ
として各景観構成要素の分布位置が追認できると考え
た．従って，色彩や形態及び利用の方法により，サン
プル写真に映し出されている景観構成要素の分布位置
が追認しやすくように，32種類に分類した．それらを
以下に記す．
　木本類は形態・色彩により，各構成部分を「樹根」，「枝
幹」，「緑葉」，「紅葉」の 4つ分類にした．地被類は色彩・
形態により，「シダ類」，「ススキ」，「ゼニゴケ」，ゼニ
ゴケ以外の「コケ類」の 4つに分類した．なお，タケ類
の棹と笹を一括処理して「タケ」とした．
　石材は用途・形態により，「景石」，「階段石」，「飛
石」，「縁石」，「捨石」，「石積」，「石橋」，「石敷水路」，
「護岸石」，「関守石」の10種類に分類した．その「景石」
については，護岸構造物となっていない立石及び水石

写真1．癒される傾向がある庭園景（サンプル写真）

 

図3．予備調査における評価指標12)
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とした．白砂は，舗装材料としての「白砂舗装」と，枯
山水としての「白砂敷」，「銀砂灘」，「向月台」の 4種類

に分類した．
　主要な人工物として，「看板」，銀閣などの建築物は
「建築」，土舗装と石舗装は「園路」，「柵」，「竹垣」とし
た．自然素材は「空」，「山」，「水面」の 3つに分類した．
なお視界内，山体に覆われた緑葉植物の樹形が判別不
可能な部分を「山」とした．
　最後に来園者を「ヒト」とした．これらの32の景観構
成要素により，サンプル写真の庭園景構成が概括でき
ると考えた．
　画像処理で用いたソフトAdobe Photoshop CS4の
キャッシュレベルが， 1より高い場合は，現したピク
セル数がサンプリングに基づいたものとなるため，画
像にて選択した範囲の全ピクセル数を検出するには，
キャッシュレベルを 1にする必要がある13)とされてい
る．従ってサンプル写真のごとに，キャッシュレベル
を 1にした後，32の景観構成要素のピクセル数を検出
したことから，各サンプル写真における各景観構成要
素の比率が得られた（表1）．
　上記の面積割合の画像解析の結果を基に，サンプル
写真の属性を把握するため，IBM SPSS Statistics23を用
いたクラスター分析（Ward法）によって分類を行った（図
4）．
2）質問紙調査による心理的分析
　心理評価の調査用紙の作成について，使用頻度の高
い68尺度14)から庭園景の評価では適用されている正反
対語及び先行研究3)の尺度と結果を参考にして，「造形」
4)，「静謐」9)，「開放」10)に関する正反対語を補充した上で
「澄んだ－濁った」，「直線的な－曲線的な」，「自然的な
－人工的な」，「緑の多い－緑の少ない」，「開放的な－
封鎖的な」，「鬱陶しい－清々しい」，「質素な－華やか
な」，「動的な－静的な」，「湿った－乾いた」，「活気の
ある－活気のない」，「色調の濃い－色調の薄い」，「好
きな－嫌いな」，「落ち着く－落ち着ない」，「派手な－
地味な」，「複雑な－単調な」，「賑やかな－静かな」，

図2． 調査対象とする慈照寺庭園におけるサンプル写真
12枚の視点場11)

表1．各サンプル写真における景観構成要素の比率
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「狭い－広い」，「暗い－明るい」，「暖かい－冷たい」，
「面白い－つまらない」，「陽気な－陰気な」，「美しい－
醜い」，「綺麗な－汚い」，「感じの良い－感じの悪い」，
「親しみやすい－親しみにくい」，「不完全らしい－完全
らしい」，「柔らかい－硬い」，「分離的な－一体的な」，
「対称的な－非対称的な」，「連続的な－非連続的な」，
「現実的な－非現実的な」，「雰囲気がいい－雰囲気が悪
い」により，サンプル写真の設問を32項目の正反対語と
して 5段階評価15)とした．
　なお，「癒し」に関する認識がコンプレックス16) 17)も
含められているため，庭園景の「癒し」に関して，あ
る程度の複合性があると考えた．従って，IBM SPSS 
Statistics 23の主成分分析を用いて，調査項目の情報を
複合型因子に要約出来るような方法が，庭園景の「癒し」
構造を解析することには適切であると判断した．心理
評価の結果について，被験者の無効データが有る場合
は，回答の再確認を行った後，各サンプル写真におけ
る平均測定値を用いて，固有値の下限を 1にして，行
列関係によって回転なしにした後，抽出した各主成分
の相関性を検証し，各主成分負荷量の重みが0.5以上と
なる正反対語の個数を参考した後，複合性と独立性を
持つ主成分の個数を決定した．また，各主成分得点と
32項目のごとに相関係数を計算して，貰えたデータの
重みが，主成分負荷量の重みとの一致を確認した上で，
相関の有意水準を参考にして，各主成分の解釈を行っ
た．
　そして，主成分得点に基づいたプロット図（図6，図7，
図8）を作成して，上記のクラスター分析（図4）の結果を
基に，各種の癒し心象がある庭園景の視覚刺激で，そ
れぞれ心理的側面における共通的特徴を絞り込んだ．
　最後に，上記の主成分得点と，上記の景観構成要素
の比率との相関係数の分析により，「癒し」の効果があ
る庭園景の視覚刺激による心理的効果に関した景観構
成要素を把握した．

結果と小考察

1．景観構成要素によるクラスター分析
　まず，サンプル写真における景観構成要素の比率を

分類の基準として，図4に表すよう，ユークリッド距離
5を取断箇所として，サンプル写真を 4つのグループ
（クラスターⅠ-Ⅳ）に分類できた．クラスターⅠ-Ⅲの範
囲で各クラスター間において，共通的含有となる景観
構成要素の比率（表1）を以下に記す．また「緑葉」，「シ
ダ類」，「ゼニゴケ」，「コケ類」，「タケ」の比率を加算し
て，サンプル写真 1枚ごとに算出した緑視率（図5）を以
下に記す．
　クラスターⅠは，写真NO.25，NO.107，NO.118，
NO.119が該当した．「枝幹」の含有は，2.68-8.69%であっ
た．「緑葉」の含有は，28.46-52.71%であった．次に，「紅
葉」の含有は，1.40-20.27%であった．次の「ゼニゴケ」の
含有は，0.18-0.35%であった．また，「コケ類」の含有は，
5.27-19.9%であった．「護岸石」の含有は，それぞれ2.06-
3.68%であった．「建築」の含有は，0.77-3.72%であった．

図4．景観構成要素の百比率に基づいたクラスター分析
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図6．因子1と因子2の主成分得点に基づいたプロット図
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図7．因子1と因子3の主成分得点に基づいたプロット図
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図8．因子1と因子4の主成分得点に基づいたプロット図
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「柵」の含有は，0.02-0.43%であった．最後の「水面」の含
有は，8.63-25.90%であった．それらの緑視率は，47.01-
62.10%であった．

　ク ラ ス タ ー Ⅱは，写 真NO.44，NO.45，NO.71，
NO.85が該当した．「樹根」の含有は，それぞれ0.14-
1.37%であった．次の「枝幹」は，2.94-25.06%であった．
そして，「緑葉」の含有は，14.01-32.28%であった．次に，
「コケ類」の含有は，それぞれ20.59-35.52%であった．そ
の緑視率は，49.53-74.15%であった．
　クラスターⅢは，写真NO.13，NO.15，NO.67が該当
した．「枝幹」の含有は，1.34-4.39%であった．次の「緑葉」
の含有は，7.32-21.15%であった．その「紅葉」の含有は，
11.73-19.8%であった．また，「シダ類」の含有は，それ
ぞれ1.27-6.30%であった．次の「コケ類」は，0.42-4.71%
であった．そして，「建築」の含有は，それぞれ17.59-
28.95%であった．最後の「空」の含有は，3.46-25.75%で
あった．それらの緑視率は，12.42-29.77%であった．
　クラスターⅣは，写真NO.87のみが該当した．そ

表2．5段階心理評価の調査結果15)

図5．各サンプル写真における緑視率
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の景観構成要素を含有比率の順位から見ると，「タ
ケ」（54.94%），「コケ類」（11.25%），「緑葉」（8.40%），
「園路」（8.16%），「建築」（5.74%），「空」（4.91%），「紅
葉」（2.64%），「縁石」（1.62%），「柵」（0.71%），「石積」
（0.40%），「看板」（0.36%），「枝幹」（0.23%）により，構成
されていた．その緑視率は，74.59%であった．
　ここで，クラスターⅠ-Ⅲにおける景観構成要素の共
通点が類別化の縁起となるため，以上の情報から，各
グループにおける定量的な構成要素から得られる特徴
量を把握した．また，クラスターⅣにおける「タケ」が
サンプル写真の範囲で特有的な要素ともなり，画像の
半分以上を占めていることから，写真NO.87は他のグ
ループに納受されなかったと考えられた．
2．心理評価の結果にみる主成分
　まず，心理評価の平均測定値（表2）に基づいた主成
分の決定について，固有値の下限を 1にして，相関行
列による結果が，第 4成分以後，主成分負荷量の絶対
値が0.5以上の正反対語が一対のみとなることから，共
通性質に表れることが難しいため，主成分を 4個とし
た方が適当と考えられた．従って，抽出成分数を 4個
として，第 4成分までの累積寄与率（表3）が84.006%で
あり，32項目の全変動の約84%が 4つの総合特性値（以
下，因子と呼ぶ）に要約されたことから，第 4成分まで
の情報の損失量は多くないと考えられた．
　そして， 4つの因子軸の主成分得点と32の正反対語
の相関係数を計算し，それぞれ相関の有意水準（表3）を
把握した上に，各因子の解読を行った．

　「落ち着く－落ち着ない」，「賑やかな－静かな」，
「湿った－乾いた」，「現実的な－非現実的な」，「派手
な－地味な」，「緑の多い－緑の少ない」，「活気のあ
る－活気のない」，「自然的な－人工的な」，「美しい－
醜い」，「分離的な－一体的な」，「雰囲気がいい－雰囲
気が悪い」，「複雑な－単調な」，「対称的な－非対称的
な」，「暖かい－冷たい」，「鬱陶しい－清々しい」，「好
きな－嫌いな」，「綺麗な－汚い」，「陽気な－陰気な」，
「質素な－華やかな」，「感じの良い－感じの悪い」は，
第 1成分との相関に有意であり，因子 1は庭園景に関
する「静謐性」や「自然性」の認識と雰囲気の特性を表し
た総合評価因子であった．ここでは，「静謐な自然的景
観－賑やかな人工的景観」と纏めた．
　「暗い－明るい」，「開放的な－封鎖的な」，「陽気な－
陰気な」，「柔らかい－硬い」，「色調の濃い－色調の薄
い」，「狭い－広い」，「対称的な－非対称的な」，「暖か
い－冷たい」，「親しみやすい－親しみにくい」，「質素
な－華やかな」は，第 2成分との相関に有意であり，因
子 2は，庭園景に関する「開放性」や「明度」の特性を表
した総合評価因子であった．ここでは，「明るい開放的
景観－暗い封鎖的景観」と纏めた．
　「不完全らしい－完全らしい」，「感じの良い－感じの
悪い」は第 3成分との相関に有意であり，因子 3は，庭
園景の構成に関する「整合性」と「心地良さ」の特性を表
した総合評価因子であった．ここでは，「整然として快
適な景観－整然としない不快な景観」と纏めた．
　「連続的な－非連続的な」，「澄んだ－濁った」は第 4
成分との相関が有意であり，因子 4は，庭園景に関す
る「連続性」，及び景観構成要素の混雑状況を表した「清
浄性」の特性を有する総合評価因子であった．ここで
は，「清浄な連続的景観－混在した断続的景観」と纏め
た．
　次に，以上の結果を踏まえ，各因子軸の主成分得点
に基づき，12枚のサンプル写真のプロット図を作成し
た後，前記のクラスター分析より，把握された庭園景
類型のごとに，心理的評価の共通特性を分析した．
　その結果，クラスターⅠの写真が図8の第一象限と第
二象限に集中分布しており，縦軸を表す因子 4の得点
は，相対的に高いことが分かった．つまり，このグルー
プは「混在した断続的景観」であると判明した．
　次に，クラスターⅡの写真が図6，図7，図8の第二象
限と第三象限に集中分布しており，横軸を表す因子 1
の得点は，相対的に低いことが分かった．つまり，こ
のグループは「静謐な自然的景観」であると判明した．
　また，クラスターⅢの写真が図6の第三象限と第四象
限に集中分布しており，縦軸を表す因子 2の得点は，
相対的に低いことが分かった．つまり，このグループ
は「明るい開放的景観」であると判明した．
　最後に，クラスターⅣの写真が図6の第一象限，及び
図7と図8の第四象限に分布しており，因子 1と因子 2
の得点は，相対的に高いことを共に，因子 3，因子 4
は相対的に低いことが判明した．つまり，このグルー
プの写真は「賑やかな人工的景観」と「暗い封鎖的景観」
及び「整然として快適な景観」，さらに「清浄な連続的景
観」であると判明した．

表3．主成分負荷量15)



20 慈照寺庭園景が有する癒しの心理的効果に関する研究

3．心理評価と景観構成要素評価の関係
　サンプル写真における景観構成要素の比率（表1）を
用いて，サンプル写真の各因子を表す主成分得点との
相関係数解析（表4）から見ると，因子 1は「樹根」，「枝
幹」，「コケ類」との相関係数がそれぞれ0.686，0.603，
0.696と表れ，両側の有意水準が 5 %で負の相関であっ
た．それに，「空」，「山」との相関係数がそれぞれ0.804，
0.689と表れ，両側の有意確率がそれぞれ 5 %， 1 %で，
負の相関であった．つまり，「樹根」，「枝幹」，「コケ類」
の増加，及び「空」，「山」の減少に従って，因子 1の得
点も減少となる傾向があった．
　次の因子 2は，「紅葉」との相関係数が0.635と表れ，
両側の有意水準が 5 %で，負の相関であった．つまり，
「紅葉」の増加に従って，因子 2の得点も減少となる傾
向があった．
　また，因子 3は，「ススキ」，「白砂敷」，「建築」との
相関係数がそれぞれ0.646，0.800，0.672と表れ，両側の
有意確率がそれぞれ 5 %， 1 %， 5 %で，負の相関であ
ると把握できた．つまり，「ススキ」，「白砂敷」，「建築」
の減少に従って，因子 3の得点も増加となる傾向があっ
た．
　最後の因子 4は，「緑葉」との相関係数が0.588と表
れ，有意水準が 5 %で正の相関関係であると把握でき
た．それに「石積」との相関係数が0.597と表れ，両側の
有意確率が 5 %で，負の相関であると把握できた．つ
まり，「緑葉」の増加，及び「石積」の減少に従って，因
子 4の得点も増加となる傾向があった．

総合考察

　以上の結果を踏まえ，「癒し」の効果がある庭園景に
おける景観構成要素が及ぼす心理的効果の結果を整理
して， 4類別の庭園景に対しての考察を行う．
1．クラスターⅠについて
　図4よりクラスターⅠの庭園景は，写真NO.25，
NO.107，NO.118，NO.119の 4景が該当した．
　写真1及び表1に表したように，共通的な特徴から見
ると，「枝幹」，「緑葉」，「紅葉」，「コケ類」，「ゼニゴ
ケ」，「景石」，「護岸石」，「建築」，「柵」，「水面」によっ
て庭園景を構成していると判明した．具体的な庭園景
の様相を捉えると，主要な人工物となる柵と建築，景
石と木本類の紅葉も共に点在していた．また，木本類
の緑葉の比率が最も多く，ゼニゴケやコケ類と共に合
算した緑視率が47.01%以上の池泉庭園景であった．
　心理評価から見ると，図8に表すように，「混在した
断続的景観」である庭園景と判明した．その原因を考察
すると，表4に表すように，クラスターⅠの共通的な含
有要素となる「緑葉」の増加に関係していると考えられ
た．つまり，断続的に配植をした常緑樹木群の樹冠の
背後に，ぼんやりした外景が透かして見られた．その
樹冠の様子と模糊の外景が重なり合うことで，樹冠に
混じり気があると意識された．そのため，被験者が混
在した断続的景観と感じると考えられた．
　このグループを全体から見ると，池泉の周辺に間隔
をとって点在する常緑樹，及び樹冠の隙間に景物を見
えるような手法が，「癒し」の効果がある庭園景の構築

表4．各因子（主成分得点）と各景観要素（比率）の関係
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にとって有用であると考えられた．
2．クラスターⅡについて
　図4よりクラスターⅡの庭園景は，写真NO.44，
NO.45，NO.71，NO.85の 4景が該当した．
　写真1及び表1に表したように，共通的な特徴から見
ると，「樹根」，「枝幹」，「緑葉」，「コケ類」によって庭
園景を構成していると判明した．具体的な庭園景の様
相を捉えると，木本類の緑葉とコケ類を共に，合算し
た緑視率が49.53%以上であった．コケ類と樹根がサン
プル写真において最も多く，樹林で生い茂るコケに樹
根が自生している庭園景であった．
　心理評価から見ると，図6，図7，図8に表すように，「静
謐な自然的景観」である庭園景と判明した．その原因を
考察すると，表4に表すように，クラスターⅡの共通的
な含有要素となる「樹根」，「枝幹」，「コケ類」の増加に
関係していると考えられた．
　このグループを全体から見ると，静謐な樹林でコケ
面を樹木の根幹部に寄せ植える部分が，見える確率の
高まりに従い，自然的な感じを受けることから，心理
的側面における癒しの効果があったと考えられた．
3．クラスターⅢについて
　図4よりクラスターⅢの庭園景は，写真NO.13，
NO.15，NO.67の 3景が該当した．
　写真1及び表1に表したように，共通的な特徴から
見ると，「枝幹」，「緑葉」，「紅葉」，「シダ類」，「コケ
類」，「建築」，「空」によって，構成していると判明し
た．具体的な庭園景の様相を捉えると，木本類の紅葉
が点在しており，枝幹を除外した緑葉やコケ類，シダ
類などの地被類と共に，合算した緑視率が12.42%以上
であった．すべてに空が見られており，主要な人工物
となる建築の比率が最も多かった庭園景であった．
　心理評価から見ると，図6に表すように，「明るい開
放的景観」の傾向がある庭園景と判明した．その原因を
考察すると，表4に表すように，クラスターⅢの共通的
な含有要素となる「紅葉」の増加に関係していると考え
られた．
　このグループを全体から見ると，建築を見られて開
放的な場所で，紅葉を適量に植えると，庭園景におい
て明るい雰囲気があったことから，心理的側面におけ
る癒しの効果もあったと考えられた．
4．クラスターⅣについて
　図4よりクラスターⅣの庭園景は，写真NO.87の 1景
のみが該当した．
　写真1及び表2に表したように，共通的な特徴から見
ると，景観構成要素の比率が「タケ」，「コケ類」，「緑
葉」，「園路」，「建築」，「空」，「紅葉」，「縁石」，「柵」，
「石積」，「看板」，「枝幹」の順位によって庭園景を構成
していると判明した．具体的な庭園景の様相を捉え
ると，柵及び看板が主要的な人工物として点在してお
り，建築を中心に分布して左下側の園路と繋がってい
た．空を見られる庭園景類型ともなり，石積や縁石を
用いたことも確認された．木本類の紅葉は点在してお
り，その枝幹と緑葉がサンプル写真において最も少な
いと視認できた．緑葉やタケとコケも含めて緑視率が
74.59%であり，その竹林が画像の2/3以上を占める庭園
景であった．

　心理評価から見ると，図6に表すように，横軸を表す
因子 1・因子 2の得点は相対的に高いと共に，図7，図8
に表すように，縦軸を表す因子 3・因子 4が相対的に低
く，「賑やかな人工的景観」と「暗い封鎖的景観」及び「整
然として快適な景観」，さらに「清浄な連続的景観」であ
る庭園景と判明した．その原因を考察すると，表4に表
すように，クラスターⅣの含有要素となる「建築」，「空」
の増加，及び「緑葉」，「枝幹」，「コケ類」，「紅葉」の減
少に関係していると考えられた．
　また，「タケ」が写真NO.87の特有な景観構成要素と
して，表4における因子 2との相関係数から見ると，
0.546と表れて正の相関で，有意水準が0.067であった．
つまり今回，調査において，統計的に有意として，「タ
ケ」と因子 2の相関を把握できないが，実に「タケ」を有
する庭園景において，竹林の増加によって「暗い封鎖的
景観」になる可能性があった．
　このグループの全体から見ると，紅葉の空疎及び竹
林の密集による暗い封鎖的な空間，及びコケ類や常緑
樹などの常緑植栽が少なくて人工性が高い空間におい
て，建築と石積を連続的に分布したことで清浄な景観
となり，整然として快適な景観も形成していた．また，
空を見られることから，活発な雰囲気を有する景観を
形成していた．この 2つの要因で心理的側面における
癒しの効果があったと考えられた．

まとめ

　以上のように，本稿の結果として，歩行者の視点か
ら見た慈照寺において癒しの効果がある庭園景の類型
化を行い，（1）池泉の周囲に間隔をとって常緑樹木群を
配植した庭園景，（2）樹林で生い茂るコケに樹根が自生
している庭園景，（3）紅葉が植えられて建築も見える庭
園景，（4）建築と石積があり，タケと紅葉が植えられて
空も見える庭園景という 4つの庭園景のタイプを捉え
た．
　それらの結果を踏まえた主成分分析の結果により，
庭園景の癒し効果が「静謐な自然的景観」，「賑やかな人
工的景観」，「明るい開放的景観」，「暗い封鎖的景観」，
「整然として快適な景観」，「整然としない不快な景
観」，「清浄な連続的景観」，「混在した断続的景観」とい
うイメージに左右されていた．
　また，景観構成要素が被験者に与えた心理的反応と
の関係を分析することで，常緑樹及び紅葉の樹冠，樹
根，枝幹，コケ，タケ，建築，石積，空に関して，以
上の心理因子との相関関係を把握できたことで，癒し
を感じる庭園景がヒトに与える心理的効果の一端を解
明した．
　なお，被験者の中で，庭園についての講義や実習を
経験した人が主体となることが確認されるため，本稿
で得られた心理評価のデータが一般的な知見より，専
門的な知見を反映していると考えられる．また，本稿
において庭園景写真の構図を考慮せず，景観構成要素
だけで分析したため，結論には限界がある．今後の展
望として，次回の考察で構図による分析を行い，また
調査精度の向上を目指して，他の年齢層となる被験者
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も採用し，室内の鑑賞視点も含め，他の季節の風景に
おける調査の実施も必要であると考える．

摘　要

　本稿では，慈照寺における癒し庭園景が被験者に与
える心理的効果を解明するため，画像解析，クラスター
解析，主成分解析，相関係数解析を行った．
　研究成果の考察によって，池泉，森，建築，竹林が
ある庭園景の中で，（1）池泉の周辺に間隔をとって配植
した常緑樹及び樹冠の隙間に，景物が見えることより，
ぼんやりした外景が透かして見られた．その樹冠の様
子と模糊の外景が重なり合うことで，混在した断続的
景観を形成していた．また，（2）静謐な樹林でコケ面を
樹木の根幹部に寄せ植える部分が，見える確率の高ま
りに従い，自然的な景観を形成していた．そして，（3）
建築を見られる開放的な場所で，紅葉を適量に植える
と，庭園景における明るい雰囲気を感じる景観が形成
していた．さらに，（4）紅葉の空疎及び竹林の密集によ
る暗い封鎖的空間，及びコケ類や常緑樹などの常緑植
栽が少なくて人工性が高い空間において，建築と石積
を連続的に分布したことで，清浄な景観となり，整然
として快適な景観も形成していた．また，空が見られ
たことから，活発な雰囲気を有する景観が形成してい
た．
　以上の 4点が，癒し効果の心理的誘因であり，本稿
で明確にした．
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